
広帯域妨害波によるアンテナ近接試験

AWGN変調対応 広帯域アンテナ近接イミュニティ試験

アンテナ近接照射システムの概要

試験周波数・変調設定の例 *2

パワーメータ・パワーセンサ

信号発生器 RFパワーアンプ
方向性結合器

近接照射用アンテナ

PC／試験ソフトウェア

試験機器制御
（GPIB/USB/Ethernet）

*2 出所︓ISO 11452-9:2021(E)  Annex B, Table B-1 をもとに一部編集 *3 ARB: Arbitrary waveform （任意波形発生器）

AWGN変調波形
（f = 750 MHz, BW:20 MHz）

対象となる無線通信
アプリケーション

試験周波数帯域
[MHz]

送信電力
[W]

変調方式
 (Typ.)

試験時における妨害波変調

 Bluetooth,
 WLAN (data)
 Wi-Fi

・2400 - 2500 0.10
(Peak)

QPSK PM 1600 Hz (50 % duty cycle)
または ARB*3 による AWGN変調（20 MHz帯域幅）

 LTE
 (OFDMA および
  SC-FDMAを
  用いた携帯端末)

・452 - 458
・698 - 803 / 807 - 862 /
   880 - 915 / 1427 - 1463
・1625 - 1661 / 1710 - 1785
・1850 - 2025 /2300 - 2400
・2496 - 2690
・3400 - 3800

0.25
(Peak)

OFDM - PSK PM 1000 Hz (10 % duty cycle)
または ARB*3 による AWGN変調（20 MHz帯域幅）

 IEEE 802.11a
 (5GHz帯 Wi-Fi)

・5150 - 5350
・5725 - 5850

0.50
(Peak)

OFDM - PSK PM 1600 Hz (50 % duty cycle)
または ARB*3 による AWGN変調（20 MHz帯域幅）

近年、無線機器の増加とともに、これらの機器が他の電子機器に近接する状況が増えるこ
とで、電子機器間における電磁的干渉のリスクが懸念されています。

このような背景をふまえて考案された「アンテナ近接イミュニティ試験」は、近傍電磁界
イミュニティ用アンテナを使用して、妨害波の周波数ごとに強電界を発生させた上で電子
機器の耐性を評価する試験で、自動車のEMC分野においては、ISO 11452-9（Portable 
Transmitters／可搬型送信機） として規格化されています。

当機構では、規格の妨害波変調条件であるAM（振幅変調）やPM（パルス変調）に加え、
最新版のISO 11452-9:2021より追加された、AWGN（加法性白色ガウス雑音）*1 変調に対
応するため、アンテナ近接イミュニティ試験システムを再構築・導入いたしました。
これにより、一部の自動車メーカー規格においても要求されている当該試験法への対応が
可能になりました。

*1 AWGN︓Additive White Gaussian Noise （加法性白色ガウス雑音）。携帯端末等のディジタル変調方式に近い変調条件のこと。



AWGNをはじめとする複数の妨害波変調方式に対応できる、専用試験システムおよび試験ソ
フトウェアを導入しています。イミュニティ試験ソフトウェアは、同一試験周波数ポイント
において、複数の妨害波変調方式をシーケンシャルに切り替えることができ、妨害波出力に
ついて、任意の出力時間設定を含むON／OFF切り替えにも対応しています。

このほか、イミュニティ試験時におけるEUTの
動作状態を自動で判定できる、誤動作検知オプ
ションによる誤動作判定を行うことができます。

試験前のEUTの様子をカメラでモニターした状態
を基準として、あらかじめ設定した許容値（モニ
ター状態変化に関する許容値の範囲）を超えた
場合に誤動作と判定し、イミュニティ試験ソフト
ウェアと連動するかたちで自動記録が可能です。
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広帯域スリーブアンテナについて

試験ソフトウェアと誤動作検知機能

自動車メーカーとEMC試験器メーカーが共同開発したプレート型広帯域スリーブアンテナは、
ISO 11452-9:2021で新たに採択され、一部の自動車メーカー規格においても採用されている
ものです。当機構においても周波数帯域別に2種類のアンテナを導入し、広いマイクロ波帯域
（0.7 - 6 GHz）をカバーする広帯域放射試験を、低VSWR (Voltage Standing Wave Ratio: 電
圧定在波比)で実現します。

Model
・NKU07M32G (0.7 - 3.2 GHz)
・NKU2460G (2.4 - 6 GHz)

VSWR
2.0 以下 （上記２モデルとも）

耐電力(CW)
・NKU07M32G

20 W (連続) /  30 W max (〜10分間)
・NKU2460G

10 W (連続)

イミュニティ試験ソフトウェアおよびEUT誤動作検知機能
（イメージ）

広帯域スリーブアンテナ（２種類）およびアンテナ近接照射試験の様子
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